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最終試験
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プログラム(コースワーク)の修了要件

1. 英語で書かれた専⾨分野の学位論⽂の提出
2. 英語で書かれた国際雑誌論⽂の提出

 筆頭著者、学位論⽂の主要な構成部分についてのも
の

3. 融合研究の成果物の提出
 異なる研究分野の学⽣/教員と共著の国際雑誌/国際

会議論⽂等

4. 予備審査の合格
5. 英語による公開研究発表会(最終試験)での合格
6. GPIスキル熟達度の条件クリア
7. TOEICのスコア 730点以上
8. プログラム要件の40単位以上
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修了に向けてのスケジュール

３月修了に関して

　予備審関係 　公聴会 　赤字＝最もCriticalと言われているところ

IST (例：バイオ) ES (例：システム) FBS 共通 HW

9月 予備審査、D論草稿

10月 副査の決定 (教授会承認)
予備審査（書類審査）
　※アドバイザリと同時

11月
各自、副査への事前説明
　 (予備審査的な役割)

各自、副査への事前説明
　(必要なら)

各自、副査への事前説明
　(必要なら)

12月 ◎公聴会 ◎公聴会 予備審申請（D論草稿）

1月 学位申請、D論本紙 学位申請、D論本紙 ◎予備審査（Closed）
◎公聴会（英語）
　※下旬、RQEと同日

本審申請
公聴会、最終審査
D論最終版、教授会

3月

2月

研究科を通れば修了
D論は提出のみ

教授会

最終審査（Closed）
D論差し替え

教授会

最終審査（Closed）
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最終試験(プログラム修了判定まで)のプロセス

最終審査開始
予備審査

（書類審査から）

学⽣アドバイザリ
委員会(書類審査)

HW公聴会
（D論草稿事前提出）

審査員に直接
説明に⾏くなど審議

審議

開始判断

審査員に直接
説明に⾏くなど

D論本紙提出
研究科合格を含む
全要件の提出

確認

修了

可能な時期
修了⾒込⽣

通常(3⽉修了)の場合︓10⽉
早期修了の場合︓ 4⽉

可能な時期

可能な時期

※学⽣アドバイ
ザリによる審査
→教務承認

※企画運営
委員会による承認

通常(3⽉修了)の場合︓ 1⽉
早期修了の場合︓ 7⽉

※学⽣アドバイ
ザリによる審査
→教務承認

通常(3⽉修了)の場合︓3⽉
早期修了の場合︓9⽉

オーバードクターの間
学⽣Advは書類審査のみ(でも
毎年受ける)
基本的にサポートは無い
修了要件の必須単位などに絡
む場合、例えばインターンな
ど、優先はされないがサポー
トを検討される。
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具体的⼿順

プログラムから、開始連絡
・各⾃のアドバイザ・連絡先の確認

Email、CC事務

評価の返却

学⽣アドバイザリ委員会(2回⽬)
（最終試験以外）

最終試験（RQEは該当しない）

最終試験申請書・
予備審査書類 提出

予備審査
結果通知 審査・認定

D論・国際誌主論⽂
融合研究成果・GPIスコア
TOEICスコア 提出(全てPDF)

公聴会へ
（書⾯評価書。サインによる認定アリ）

評価書

評価の返却
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学位取得・プログラム修了に向けて

 学位論⽂と成果
 融合研究の成果
 インターンシップ科⽬の単位
 TOEIC (730点以上)
 修了要件 40単位

5年⽬までに計画的に︕
(インターンシップや
英語⼒等は特に)

【最終試験(修了)に向けた相談】
 プログラムコーディネータ(教務委員⻑)

清⽔先⽣ ︓ shimizu@ist.osaka-u.ac.jp
 特任教員

特任助教 岩崎悟先⽣ ︓ iwasaki@humanware.osaka-u.ac.jp
特任助教 マハズーン先⽣ ︓hamed.mahzoon@irl.sys.es.osaka-u.ac.jp
特任准教授 細⽥先⽣ ︓ hosoda@humanware.osaka-u.ac.jp

最終学年の履修⽣は、
既におよそ半年しか
ありません︕


